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3.課題こ血焚分画製剤の製造と供給に係る血液事業の安定に向けた方策

WGは.血費分画製剤の製造をめぐる当面の課題として.血渠分画製
剤の供給を担っている各関係者から.販売体制等についてのヒアリング
を実施してその現状を整理するとともに.血渠分画製剤の供給に係る血
液事業の課題について報告する.

0 日本赤十字社から全国各ブロツク及び大阪府における血焚分画製剤
の供給の状況と国内自給に向けた販売体制が.献血供給事業団から血
衆分画製剤を含む血液製剤の供給の流れと今後の供給体制についての
考え方が.く財,化学及血清療法研究所から特約店を経由した販売体制
の現状や医療機関に対するM R活動の内容が説明されたo

O ヒアリングの内容に基づき.血焚分画製剤の製造から供給にいたる
現状をとりまとめたところであるo これらは.血液事業の安定化を目
持して.今後.血焚分画製剤の供絵体制の在り方を譲論するための基
礎資料として活用が期待される.

0 血奨分画製剤の安定供給確保のための今後の体制を検討する際には,
いわゆる r供給一元化Jが目指していた理念と現状との間に差がある
こと,すなわち.供給の現場において血菜分画製剤が輸血用血液製剤
と同様であるとの意識を持って扱われるのでなく.一般の化学医薬晶
と一緒にあるいは同様の感覚で扱われている喝面が多いことを認識す
る必要がある.さらに,こーのことが.国内自給の推進や適正使用の推
進の面でも取組が進みにくい状況を生み出しているのならば.昨年1
2月に rアルブミン製剤及び免疲グロブリン製剤の国内自給推進のた
めの方策に関するワーキンググループJが提案した中間報告の中のr医
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療関係者に対する献血由来製剤の意義.国内自絵の理念の啓発Jにあ
るように.血渠分画製剤の供給に関係する者の基本的な意識の改善が
必要と考えられるo
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